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という結末で終わっている。聖書ではこの話は続いていくが（ルカ 24：13 ～ 53、マルコ 16：
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作品４．「弟子の足をあらう」文・中島 善子、絵・藤本 四郎































































































































































































































































　本作品は、紙芝居ケースの解説欄に、マルコ 14：12 ～ 15：22 を中心に、マタイ 26：17 ～
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　本研究では、キリスト教の福音紙芝居を保育に取り入れる際の一つの方向性と
して、キリストの受難と復活を扱った紙芝居作品を取り上げ、聖書に基づいた内
容の分析と、子どもに語る際の聖書からの福音的視点を示すことを目的として研
究を行った。
　その結果、全ての作品において聖書の記述に従った内容構成で書かれており、
観客である子どもたちに福音的なメッセージ性をもつものであった。課題として
は、当該聖書箇所の意義を子どもに伝えるとともに、今後は、紙芝居の有効的な
活用の方法を提示していくことである。

